
令和３年第１回石川町議会定例会 

一般質問通告書 

 

通告１番 ３番議員 菊池 美知男 

質 問 事 項 質 問 要 旨 

１．新型コロナ感染症対策に

ついて 

 

２．中心市街地の振興策につ

いて 

 

３．道の駅整備について 

 

 

 

 

（１）感染症予防ワクチンの接種について伺う。 

（２）コロナ禍における生活困窮者への対応について伺う。 

 

（１）まちなかの賑わいを取り戻す政策について伺う。 

 

 

（１）整備に対する町民等の要望や意見の反映について伺う。 

（２）誘客の具体的な方策について伺う。 

（３）町民への経済的効果や満足度の向上について伺う。 

 

 

 

通告２番 １番議員 乾 初美 

質 問 事 項 質 問 要 旨 

１．学校給食費の公会計化に

ついて 

 

２．町営墓地について 

 

 

 

 

３．骨髄バンクについて 

（１）給食費滞納問題における、現状と課題について伺う。 

（２）公会計化について町の考えを伺う。 

 

（１）本町における墓地の現状と課題について伺う。 

（２）町民アンケートの調査結果と考察について伺う。 

（３）総合運動公園付近に整備を検討している公園墓地につい

て考えを伺う。 

 

（１）骨髄バンクドナー登録の推進について伺う。 

 

 



 

 

 

通告３番 １１番議員 関根 信次 

質 問 事 項 質 問 要 旨 

１．新型コロナウイルスの感

染拡大防止対策と経済支

援策について 

 

 

２．中山間地域総合整備事業

の活用について 

 

３．イノシシの被害対策につ

いて 

 

（１）本町において、新型コロナウイルス感染症が拡大してい

るが、町の対応と対策について伺う。 

（２）個人及び事業者に対する、町としての支援策について伺

う。 

 

（１）先日、県担当課長、町の課長及び地元で現地調査が行わ

れたが、今後の取り組みを伺う。 

 

（１）現在までのイノシシによる農作物等の被害状況を伺う。 

（２）イノシシに関する被害対策をどのように進めているのか

伺う。 

（３）イノシシに関する地元への情報提供について伺う。 

 

 

通告４番 ４番議員 根本 重泰 

質 問 事 項 質 問 要 旨 

１．令和３年度事業について 

 

 

 

 

 

２．住宅ストックについて 

 

 

 

３．雇用促進住宅跡地につい 

 て 

 

（１）重点施策について伺う。 

（２）コロナ禍の地域経済対策について伺う。 

（３）予定進行中の大型事業（浄水場改修、こども園、道の駅）

の事業計画について伺う。 

（４）子育て、若者定住施策について伺う。 

 

（１）町営住宅ストックの考え方について伺う。 

（２）民間住宅を活用した「住宅セーフティネット」制度の取

り組みについて伺う。 

 

（１）跡地活用上の制限・課題について伺う。 

（２）今後の利活用計画について伺う。 

 



 

 

 

通告５番 ５番議員 瀬谷 寿一 

質 問 事 項 質 問 要 旨 

１．水害、コロナ禍、急激な

少子化・人口減少のなかで

の令和３年度施策につい

て 

 

 

 

 

 

（１）令和３年度の主な施策について伺う。 

（２）福島県教育長は石川町を「宝の山」と評した。歴史民俗

資料館移転計画と鉱物館整備計画についての基本的な考

え方を伺う。 

（３）「二つの高校は、石川町の宝」である。高校存続への支

援や部活動支援策について伺う。 

（４）令和元年１０月水害は、水没区域を拡大し多くの住宅を

消失させた。また、石川バイパスの完成を間近に控え、

更なるまちなかの衰退が懸念される。まちなか再生につ

いて伺う。 

（５）町民の道の駅計画への反応は大変厳しい。一方、地域経

済回復への刺激との期待もある。今後どのように進めて

いくのか伺う。 

 

 

通告６番 １０番議員 瀬谷 京子 

質 問 事 項 質 問 要 旨 

１．道の駅整備について 

 

 

 

 

 

 

 

２．歴史民俗資料館の移転方

針について 

 

 

 

（１）新たな手法で検討するとのことだが、どのような取り組

みか伺う。 

（２）全国的な人口減少、経済の不透明の中、町も疲弊してい

る。町活性化の起爆剤になりうるか伺う。 

（３）持続可能な魅力ある施設でなければならないが、すでに

後発である。これから実施することに不安視する町民が

多い。町民への情報発信をどうするのか伺う。 

 

（１）民間事業所跡へ鉱物館設置が急浮上し、その後資料館に

転換したが、その経緯を伺う。 

（２）名実ともに「石の町」の称号を得ている。鉱物館整備検

討委員会による「整備基本構想」が提出されているが構

想との整合性を伺う。 

（３）次世代に残す施設として重要であり、また学芸員などの

人材育成も重要である。考えを伺う。 



 

 

通告７番 ９番議員 渡辺 実 

質 問 事 項 質 問 要 旨 

１．旧ホテル松多屋の購入及

び活用計画について 

 

 

 

２．認定こども園の建設につ

いて 

 

 

 

３．まちなか再生の今後の計

画について 

（１）購入計画に至る経過を伺う。 

（２）購入の目的、活用計画を伺う。 

（３）第６次総合計画の鉱物館建設の進め方を伺う。 

（４）福島自由民権資料館建設の考えを伺う。 

 

（１）認定こども園建設の基本方針を伺う。 

（２）認定こども園の目指す保育及び教育の基本方針を伺う。 

（３）保育士等体制の充実の考えを伺う。 

（４）建設スケジュールを伺う。 

 

（１）現まちなか再生行動計画の進捗状況を伺う。 

（２）新たなまちなか再生計画策定の考え方を伺う。 

 

 

 

通告８番 ７番議員 増子 美知夫 

質 問 事 項 質 問 要 旨 

１．人口減少対策について 

 

 

 

 

 

 

２．財政状況と今後想定され

る大規模事業について 

 

 

 

（１）昨年６月に設置した「人口減少対策本部」は各課横断的

に少子化対策の取り組みを検討するとしているが、活動

状況を伺う。 

（２）少子化の歯止めは絶対に必要であり、すでに設置されて

る「人口減少対策本部」の活用と新たな組織の構築につ

いての考えを伺う。 

 

（１）財政判断のひとつである「財政健全化判断比率算定」か

ら本町の財政状況はどのような状態なのかを伺う。 

（２）今後、想定される大規模事業として、道の駅、認定こど

も園、浄水場改修がある。財政平準化のために年次事業

計画でバランスを図る必要があるが、考えを伺う。 

（３）今後、想定される大規模事業が数年内に行われた場合、

償還額が増加し財政の柔軟性が弱くなりインフラ整備の

遅延や行政サービス低下など町民への影響も考えられる

が、どのように捉えているのかを伺う。 


